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　　　　　　　　　　 目　　的

　Skinner （1957） は ヒ トの 高次 な 思考 過 程 も言 語行 動 と

して 分析で きる こ とを示 した。しか し、その 篌、実証 的な

研究は あ ま り進 ん で は い ない
。

　本 研究 で は 亅ohnson ＆ Layng （1992 ＞の 速度 （rate）

を 行動 の 指標 に す る 考 え方 と、複 雑な行 動 （composite ）

とその 成分 とな る 行 動 （component ） の 関係 を 分 析す る

ア イ デ ィ ア を 参考 に、複数 の 行 動間の 相関分 析 を行 な うこ

とで、高次 の 思考過 程 を分析で き る か ど うか 検討す る。

テス ト間で高い相 関が確認 され た。t 方、数字 を書 く課題

や 九 九 は こ う した
“
高次 の

”

思考 とは 相関が見 られ なか っ

た 。

　　　　　　 表．計測した行動 と平 均 速度

計測行動 単 位 　時間 　 速 度 　CT 　 　 相 関

　　　　　　　　　　 方　　法

被験者

　 丁大学 の 心 理学概 論 を受講 して い た大学 1年 生 50人 が

授業中の 演習 と して 実 験 に参 加 した 。

手 続き

　 全 15回 の 講義 の うち後半の 2 回で 「自分の 行動速度を

測 っ て み よ う」 とい う演習 と し て実施 し た。

　 計測 し た行動 を 表に 示す。行動 の 1〜9 は 13回 目、10
〜13は 14 回 目 の授業 中に 実施 した。高 次 の 思 考 と して 、

「用 途 テ ス ト1　（ある ア イ テ ム の い ろい ろ な使 い 方 を考 え

る ） と 「
原因推定」　（例 ； 「なぜ投票率が 低い の か ？ 」 ）

を 採用 した a

　演習 で は 記 録用 紙 を配布 し、著者が タ イ マ
ー

で 制限時間

を 計 測 した 。 被験者は
一一
斉に、制限時間内に で きるだ け速

く課題 に取 り組み、終わ る た び に、自分の 行動 を カ ウ ン ト

し、分速に 換算 して 記録用紙 に 記入 した。

星 数 字を書 く　　　　　　 文字数　　20　 168．6
2 声に だ して 九九　 　 　 　計算数　 20 　 85．8
3 文章を音読 する　　　　 文字数 　　15　 554．2
4 用途 テス ト〔ス テ ープ ラ｝ 思 考数 　　60　　 2S

5 用途テス ト〔ビ
ー
玉）　　 思考数　　60 　　4．6

6 用途 テス ト〔定規1　 　 　 思考数 　 60　　 6．9
7 行動分析の用 語 を書 く　 用 語数 　 60　　6．9
8 行動 分析の用語を言 う　 用語数 　 60　　5，5
9 原因推定 〔投票率低下1　 思考数　 180 　　 5．3
10 行動 分析の用語 を書 く　 用 語数 　　60　　 8．8
11 行動 分析 の用 語を言 う

’
　 用語数　　60　 33、5

且2 原因推定 〔肥澗 　　 　　　思考数　 且20 　　 7．4
置3 原因推定 〔ボ イ檎て ｝　　 思考数　 120 　　 3．3
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　　　　　　　　　　 結　　果

　 第 三者 の 観察 者が被験者の 自己記録の 正確 さを検査 し、
明 らか に 間 違 っ て い た 場 合に は訂正 した 。

　用 途 テ ス ト と原 因推定の 課 題に っ い て は、課題 ご とに 回

答 を分類 し、被験 者 ご との 回 答総数 （思考 数 ）に 加 えて 、

回答 の あ っ た カ テ ゴ リー数 （CT 数 ） を拡散 的思 考の 指標

と して 算出 した。各行動 の 速度を元 に行動 間の 相 関係 数 を

計算 し た 。表 に は 各行 動 の 平均 速度 （分速 ）、〔rl’　lk、相

関係数．36 以上 で 196水 準で 有意 な行動の 番号 を ま とめ た。

　まず用 途テ ス ト間で 高 い 相 関が観測 さ れ た （ピ
ー玉 と定

規問の 相 関が．59，ρ ＜ ．0001 な ど）。次 に 原因推定 と用途

　 行 動分析 の 用 語 を言 う ・
書 く課題 （7，8） と、投 票率 の

原 因推定 に は 明 確な関 係が 見 られ なか っ た。用 語 を言 う ・

書 く速 度が全 体 的 に 低 か っ た の で 次 の 授業 まで に 速 度を 向

上 させ る よ うに 要 求 した とこ ろ 、速度 は 上 が っ た が

（10，lD 、相関関係に つ い て は明確に な らなか っ た。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 考 　 　察

　用 途 テ ス F問、原 因 推定 間 の 高 い 相 関 と、これ らの 行動

と数字 を書 く行動 との 低 い 桾 関か ら、行動の 速度 を指標 に

相関分析 を行 な うこ とで、高次の 思考過程を行動 ク ラス と

して 分離 し、分析で き る可能性が 示唆 された 。 因果分析 に

よ る検証 が 今 後 の 課 題 で あ る。

　 行動分 析学 的な思 考 に つ い て は 、用 語 を言う ・書 くとい

う 単純な課題 を用 い たせ い か、他の 高次の 思考 との 関係 が

明 らか にな ら なか っ た 。ABC 分析 を行 な う思考 な どを対

象 に した 分析 を 次 の 課題 と した い 。
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